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死亡直前期における生活環境区分

※病院に搬送後、1か月未満で死亡した場合は、
原則、搬送される直前の生活環境を抽出し整理。
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死亡時の年齢層

○ 死亡時の年齢層は、80歳以上が全体の約82％（234名）
○ 死因区分は、循環器系疾患が約30％（87名）、呼吸器系疾患が約28％（80名）

○ 災害から死亡までの期間は、発災から３か月以内（１週間以内、１か月以内を含む）に亡くなった方が約66％（188名）
○ 死亡直前期における生活環境区分は、「病院」が約34％（98名）、「介護施設等」が約29％（84名）
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令和６年能登半島地震において災害関連死として認定された事例（災害関連死事例集）の概要
対象事例（N=286)の内訳：石川県輪島市=135、能登町＝76、穴水町=35、志賀町=22、内灘町=６、羽咋市＝４、中能登町＝３、白山市＝１、小松市＝１、金沢市＝１、新潟県上越市＝２
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※災害関連死に至った経緯等における個別の事情と思われる記載をキーワードとして抽出した。
ただし、キーワードは、当該事情がどの程度災害関連死に影響を与えたかを示したものではないことに注意が必要である。

災害関連死の死因・経緯等における個別の事情について
（令和６年能登半島地震において災害関連死として認定された事例及び認定されなかった事例（災害関連死事例集）より）

対象事例（N=286)の内訳：石川県輪島市=135、能登町＝76、穴水町=35、志賀町=22、内灘町=６、羽咋市＝４、中能登町＝３、白山市＝１、小松市＝１、金沢市＝１、新潟県上越市＝２
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災害関連死を予防するために考えられる対策について（南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ報告書等より）
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